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環境理念と環境⽅針

環境マネジメント

地球環境保全を最優先と捉え、事業活動にともなう環境負荷低減に取り組んでいます。

環境理念

当社は、地球環境及び地域環境の保全を最優先課題と捉え、緑あふれる地球を未来に残す責任ある⼀員として、
「地球は我等の共通の広場なり」をスローガンに、環境に配慮した事業活動と地球環境保全の両⽴を⽬指します。

環境⽅針

1. あらゆる事業活動から⽣ずる環境側⾯への影響評価を⾏い、⾃主的な改善計画を策定し、積極的な環境保全に
努めます。

2. 関連する環境法規制、その他の要求事項を遵守し、⾃主管理基準を設定し、環境汚染の未然防⽌に努めます。

3. 環境⽬的・⽬標・実施計画を設定し、継続的な改善を⾏うことにより環境への負荷を軽減し、環境と調和する
事業活動を⽬指します。また、それらは必要に応じて⾒直します。

4. 環境教育や啓発活動を実施し、全従業員及び当社で働く全ての⼈への環境⽅針の理解と情報の周知をします。

5. 環境情報は社外へ開⽰いたします。また地域や社会との交流を図り、環境保全活動に積極的に協⼒します。

環境マネジメント体制

ジーテクトでは、地球環境問題を企業が取り組む最優先課題として考え、1998年からISO14001環境マネジメン
トシステム（EMS）の認証取得を進めてきました。各⼯場はISO14001EMSの環境委員会を単位として、各⼯場⻑
が環境管理総括責任者を兼任し、環境のコンプライアンスや改善活動を継続的に進めています。これに本社とC&C
栃⽊の2事業所を加え、これらの上位組織として中央環境推進委員会を設置し、全社的な地球環境改善活動に関す
る事項を統括しています。
2018年度には、本社及びC&C栃⽊、GTL（ジーテクト東京ラボ）の事業所の拡⼤審査を実施し、国内は100%
（事業所件数ベース）取得となりました。
また、2017年4⽉より「グローバルCSR会議」を定期開催し、各海外地域本部⻑を責任者として、グローバル全体
における環境マネジメントの強化と情報共有に努めています。

環境基本情報
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再⽣可能エネルギーの導⼊  太陽光発電による電⼒の⾃家消費

太陽光発電による電⼒の創出  環境会計

環境改善の取り組み

再⽣可能エネルギーの導⼊

ジーテクトの中国⼯場（APAC・WAPAC）およびブラジル⼯場（G-
KTB）では、環境にやさしい再⽣可能エネルギーを導⼊しています。今
後は国内外の他の⼯場や事務所においても、積極的に再⽣可能エネルギ
ーの導⼊を検討していきたいと思います。

太陽光発電による電⼒の⾃家消費

海外拠点がある中国（APAC、WAPAC）・タイ（G-TEC、G-TTC）・
インド（G-TIP）の計5⼯場では、⼯場の屋根に太陽光パネルを設置
し、太陽光発電をおこなっています。発電された電⼒は⾃家消費、ま
たは購⼊することで、再⽣可能エネルギーを利⽤したCO 排出量の削
減に取り組んでいます。

※ 再⽣可能エネルギーとは、⽯油や⽯炭、天然ガスといった有限な資源である化⽯由来のエネルギーとは違い、太陽光や⾵⼒、⽔⼒、地熱、
バイオマス等の地球資源の⼀部など⾃然環境の中で繰り返し⽣起し、再利⽤可能または無尽蔵な供給が可能なエネルギーのことです。

太陽光発電による電⼒の創出

⽇本国内においては、埼⽟⼯場、群⾺⼯場、滋賀⼯場の3拠点においては、CO 排出の少ない発電による電気を世
の中に提供していく観点から、発電事業（全量売電）を2014年から⾏っています。

環境保全への主な取り組み
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環境会計

（百万円）
 2017年度 2018年度 2019年度
 投資額 費⽤額 投資額 費⽤額 投資額 費⽤額

事業エリア内コスト 19.1 31.8 85.3 33.5 61.9 40.2
（公害防⽌コスト） 3.8 1.6 - 2.1 0 4.4

（地球環境保全コスト） 15.3 25.6 85.3 2.7 61.9 15.7
（資源循環コスト） - 4.7 - 28.5 - 20.0

上・下流コスト 5.3 73.2 1.1 61.6 1.6 39.8
管理活動コスト - 67.7 - 64.6 - 55.6
研究開発コスト 5.5 65.5 - 36.9 0 86.7
社会活動コスト - 7.1 - 3.9 - 3.6
環境損傷対応コスト - - - - - 0
合計 29.9 245.3 86.4 200.7 63.5 225.9

※環境省「環境会計ガイドライン(2018年版)」を参考とし、国内事業所を対象範囲として集計しています。

環境改善の取り組み

インド（G-TIP）

インドでは降⽔量の減少に加え、⼈⼝増加、地下⽔の過剰
摂取等の複数の要因が重なり、⽔不⾜が深刻化。インド⼯
場では事務所など⼀部で地下⽔を利⽤していることから、
地⽅政府と協業し地下⽔不⾜対策の活動を実施しました。
⼯場内の配管レイアウトの⾒直しや、トイレを下⽔再利⽤
⽔（政府配給）に切り替えたことにより、68,000ℓ/⽇の
節⽔となっています。



メキシコ（G-MEX）

コピー⽤紙の使⽤削減のため、社内⽂章⽤には裏紙を再利
⽤しています。また、サプライヤーの皆様にも協⼒してい
ただき、会社紹介やカタログ、パンフレットなど、電⼦形
式で共有していただくようにしています。⾃社だけでな
く、サプライチェーンも巻き込んだ活動をおこなっていま
す。

⽇本（栃⽊⼯場）

スカイシート（アルミ箔を使⽤した特殊シート）を屋根に
貼ることで、太陽の光を反射させ、屋根の温度上昇を抑え
る取り組みをおこないました。その結果、建物内部への輻
射熱の影響を⼤幅に削減することができ、室温上昇を抑え
ることが出来ました。空調機の電⼒低減によるCO 削減効
果は、年間で16.7ｔの削減となりました。
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グローバルにおける環境負荷データ  温室効果ガス排出量

⽔資源使⽤量  廃棄物発⽣量

⽇本国内 マテリアルフロー  ⽇本国内におけるサプライチェーン環境負荷データ

グローバルにおける環境負荷データ

ジーテクトグループでは持続可能な事業活動を念頭に、企業活動の全ての領域において環境負荷の低減を図り、エ
ネルギー消費量の削減や⽔使⽤量・廃棄物の低減への取り組みを⾏っています。
2019年度は、⽇本・北⽶を中⼼に世界的な⾃動⾞⽣産台数が減少。さらに第4四半期には新型コロナウイルス感染
症のパンデミック影響から操業停⽌となった地域もあり、⽣産に伴うエネルギー消費量は減少しました。エネルギ
ー消費量の約82％を占める電⼒使⽤量は前年⽐で約4%の減少となり、またタイのG-TECにて太陽光発電の⾃家消
費を開始したことにより再エネ電⼒使⽤量は前年⽐8％増加しました。CO 総排出量(Scope1+2)は124,031t-
CO 、対前年⽐5%の削減となりました。

■対象範囲

「環境負荷データ」では、ジーテクト及び海外連結⼦会社と持分法適⽤関連会社（50％で算出）の合わせて20社
の事業活動におけるデータを掲載します。

温室効果ガス排出量

スコープ1︓
企業活動による温室効果ガスの直接排出（A重油、軽油、灯油、ガソリン、LPG、天然ガスの燃焼によるエネルギ
ー利⽤。フォークリフト、社⽤⾞に使⽤するLPG、ガソリン、軽油燃料消費による排出を含む）。

環境保全の主な実績
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スコープ2︓
企業活動による温室効果ガスの間接排出（電⼒エネルギーの使⽤）。
⽇本は地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく排出係数(0.378t-CO /MWh)を、⽇本以外はIEA, Emissions
from Fuel Combustion の2008年排出係数を利⽤。

⽔資源使⽤量

算定⽅法︓
使⽤量＝Σ（⽔道施設からの購⼊量＋地下⽔取⽔量）

廃棄物発⽣量
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注）2019年度の中国の⼀部拠点については、有償廃棄物の発⽣量は未把握となっています。

算定⽅法︓
発⽣量＝Σ（産業廃棄物発⽣量＋事業系⼀般廃棄物発⽣量）
但し、⽇本以外は有償処理委託をしている廃棄物発⽣量。

⽇本国内 マテリアルフロー（※2019年度実績値）

⽇本国内におけるサプライチェーン環境負荷データ



ジーテクトは、サプライチェーンでの環境負荷を把握することにより、取引先と共にサプライチェーン全体での
CO 排出量削減に取り組んでいます。なお、2019年度分より、スコープ3の把握対象範囲を広げて算出していま
す。この結果、カテゴリー1において鋼板購⼊を追加したことにより、昨年度に⽐べて⼤幅に増加しています。
（鋼板購⼊で全体の80％を占める。カテゴリー2，3，5，6，7は新規把握。）
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⽣物多様性ガイドラインと重点取り組み  ジーテクトの森林づくり活動

埼⽟県森林づくり協定  かぶとむしの⾥協賛

しが⽣物多様性取り組み

⽣物多様性ガイドラインと重点取り組み

ジーテクトでは、最重要課題である地球環境保全の中で、⾃社の事業活動が影響を及ぼす可能性のある「⽣物多様
性」について、2014年度より「G-TEKT⽣物多様性ガイドライン」を定め、更なる取り組みに着⼿し始めまし
た。

G-TEKT⽣物多様性ガイドライン

G-TEKTは、「G-TEKT環境理念」における「地球環境保全」の重要な取り組み課題として「⽣物多様性の保全及び持続可能な
利⽤」を認識し、事業活動との両⽴を図っていきます。

■重点取り組み

1. 環境先進技術の追求
業界TOPの環境負荷の低い商品開発と量産化により、⽣物多様性の保全に貢献していきます。

2. 事業活動における取り組み
⽣産効率向上の追求により環境負荷を低減し、⽣物多様性に及ぼす影響の低減および持続可能な利⽤に
努めます。

3. 地域社会とのコミュニケーション
地域社会と連携した環境保全活動並びに社会貢献活動に積極的に協⼒し、地域社会との交流を図ってい
きます。

ジーテクトの森林づくり活動

ジーテクトでは、⽣物多様性の取り組みの⼀環として、 
2014年から「企業の森林づくり」活動を開始しました。
「企業の森林づくり」とは、森林づくり活動の場所を提供
する市町村等及び活動を⽀援する県、森林づくり活動を⾏
う企業・団体の3者が協定を結び、協⼒して森林づくりを
⾏う取り組みです。
私たちジーテクトは、『未来の⼦どもたちに、緑あふれる
地球を引き継いでいく』をスローガンに、この取り組みに
参加しています。

⽣物多様性への取り組み
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埼⽟県森林づくり協定

協定の締結

［ 埼⽟⼯場・⽻村地区・本社・群⾺⼯場 ］
2015年2⽉4⽇に「埼⽟県森林づくり協定」を埼⽟県、ときがわ町と締結しました。

活動実績

［ 埼⽟県ときがわ町⼸⽴⼭にて ］
⼸⽴⼭（標⾼420m）は2013年5⽉の森林⽕災により、約
7.6haの焼失被害を受けました。この⼭を再⽣すべく、
2015年4⽉よりジーテクトの森林づくり活動を開始しまし
た。
2019年4⽉「第9回ジーテクトの森林づくり」を開催し、
ミツバツツジの苗⽊100本を植林しました。また、同年9⽉
には第10回⽬を迎え、下刈り活動を⾏いました。併せて総
勢46名の従業員が参加しています。
また、これまでの植樹活動を通して合計16.9ｔのCO を吸
収量として埼⽟県より認証を受けています。

かぶとむしの⾥協賛

滋賀⼯場では2018年から地元の甲賀市にある「かぶとむしの⾥」に協賛しています。
毎年夏季限定で開園する「かぶとむしの⾥」では、鈴⿅⼭麓で育った天然のカブトムシやクワガタがビニールハウ
ス内の⽊々に放たれ、⾃然の状態で触れ合うことができます。カブトムシの⽣態観察や採集など、⾒て、触れて、
学ぶことができます。
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しが⽣物多様性取り組み

滋賀県では、⽣き物を守り、⾃然資源を持続的に利⽤して
いる事業者を応援するため、2018年より「しが⽣物多様性
取組認証制度」を実施しています。
2018年にジーテクト滋賀⼯場が「しが⽣物多様性取組認
証」の3つ星として認定されました。
定期的に⼯場周辺の道路のゴミ拾いや草刈りを実施した
り、植林活動を⾏っています。


